
電話

Ⅰ 第 1 章
5 節
2 施策

① ② ③

a b
c d
e f

社会保険制度の充実に向けて
国民健康保険制度の充実に向けて

担当部課名

主要事業計画対象の有無

国民健康保険課

４　評価指標

100100
実   績

〔金額単位：千円〕

平成14年度

適正な支給に対する給付維持

指　標　②
指　標　③

実   績

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

11520

政  策  名

事務事業名 事業コード

安心して生活できる福祉社会をつくります

303,210270,925

０．５人 ０．５人

299,000

4,210

266,715

4,210

225,026 246,936 270,215

4,210

266,005

4,210

220,816 242,726

０．５人 ０．５人

指標式

適正支給申請に対する支給率
指標名

支給額／適正支給申請額

・一般被保険者
　　２７，５１６件　　１７５,５４９,４３２円
・退職被保険者等
　　１０，０７５件　　　９０,４５５,５８４円

　　　　計
　３７，５９１件　　　２６６,００５,０１６円

急病等で保険証をもっていなかった場合や治療のためマッサージやコルセットを必要
とする場合に一旦は全額自己負担し、後で保険で給付する額を支給する。

本市の国保加入者（老健
該当者を除く）

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

基本施策名
施  策  名

第
第

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

指　標　① 100100100

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

〔様式　１〕

042（769）8235

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

4,210
０．５人

実   績 目   標

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

一般・退職被保険者等療養費

国民健康保険法第５４条

年度

１６０，３６０人

計 画 名
　年度～　

課

～63

市民部

無



100.0%
1

100.0  ③ e
100.0  f

1

1

1

1

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

1

現金給付として連合会の審査の後、支
給するので償還払いとなる。

見　直　し

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

療養の給付（現物給付）ができなかった傷病等に対して、現金給付を行う。

②  c
 d

6

保険者として被保険者（世帯主）に対して支給するものである。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

申請に対して、適正な支給を維持している。

コスト改善余地

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

 100.0%
 

 
 

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

支給することにより、療養の給付（現物給付）と同じ保険サービスが受けられる。評 価

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

他自治
体の類
似事業
との比
較

各保険者とも法令に基づき給付している。

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ★ ★

７ 総合評価

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

現物給付が受けれなかった場合に申請に基づき保険で給付する額を支給する。

理由：

理由：

理由：

理由：

理由：
申請に対して、適正な支給を維持している。

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

保険給付のうち現金給付として療養費がある。

保険給付のうち現金給付として療養費
がある。

成果向上の余地
≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

AAA

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ


